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日本では ､ 出産を機に仕事を辞める 一

方､ 育児に追 われ孤立感を感じる母親が増えていま
す･ そんな母親たちガ ､ 子どもと 一

緒 に社会と繋がれる場所 が 赤ちゃん先生プロジェウ
ドです.

活動内容としては ､ マ マと赤ちやん(0 歳 ～ 3 歳) ガ ､ 教育機関や高齢者施設等､ 様々 な場所
へ行き､ 癒し､ 笑顔､ 命の専さを伝えます. た< さんの 人が心動く､ ｢ 感じる｣ ことで生きてい
ることの素晴らしさを実感できます｡
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高齢者施設で は 一 緒に触れ合っ たり､ 手遊び をしたり.

無垢な赤ちゃんに触れることで普段見られないような
笑顔が見られたり､ ママ も育児の大先♯のお高 が聞け
たりと､ とて もいい経験になります .

毎月､ 同じ赤ちやん先生とマ マ講師との ふれあいを通
して､ 成長するいの ちの偉大さに気つき､ ひとりひとり
に大切な いの ちがあることを学び自尊感情や共感力
が芽生え ､ いじめ防止や 自殺防止につ ながります｡

赤ちゃん先生とマ マ講師との関わりの中で自己イメ ー

ジを明確にし､ はたら< という事の本当の目的に気付く.

また ､ 出産や育児を含めた自己のキャリアデザインを確
立させ ､ 育児体験を通して親になる準備を学び､ 生涯
のパ

ー

トナ ー を探す時の軸となる考え方を身につける
ことでライフプランを明確にする｡ また､ 社会の中での
自分自身の 立ち位置と役割を知り､ 社会の課題に気付
き､ 社会参加 へ の意欲を高めることで社会力 を身につ
ける ｡

払 たちしよ働くマ マ

も応報してます上

M a m a h a t a



※プログラム内容は ､ より良い赤ちやん先生クラスを運営する為に変更される場合かあります.
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【プログラム 一

例】

【具体的内容】

赤らやん先生と農事をしたり手や足の大きさを比べる■
で ､ 自分ガ成長してきたことを感じます. また ､ 赤ちゃん
先生がまだ一人で出来ない事と自分ガ出釆る■を比べ

ます . そこで ､ 育てて< れた人への感剛や､ 自分が成長
してきた事を感じる■ができます . お友運ガ赤らやん先
生と触れ合って いるl暮しい柔憮を発る事でお友達への
共感力が芽生えます. 共感力はいじめを瀾少させるポイ
ントになります.
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ナ
ー か自分の悲しい体■の騒をします. 大人も顆

レいとさや書しいとさには追< んだという■を知ります.
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に､ マ マ講師に赤らやん先生から離れてもらい手す.
ると､ 追き出す帝七憎ん先生ガでて己ます. そこで､
らゆん先生か泣し1 た理由や泣かな廿ったサ由をシ=
赤ちゃん先生ガどんな時⊂泣< のかを知る■
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心 ､ う新 入れる

様々 な月齢の赤ちゃん先生との出会いにより､ ご 白身の 幼少期や
子育ての経験がよみガえります. 赤らやん先生と握手やだっ こ ･

手遊びをすることで ､ 笑ったり･泣いたり､ こころが動< 体験をしていただきます. また､ ご 自身のお子さ
ん ､ お孫さん世代にあたるマ マ講師との会垢を通して､ 誰かの役に立つという気持ちを呼び覚ましてい
ただきます ･ 毎 臥 同じ赤ちゃん先生とママ講師が訪問する事で愛義形成が芽生 え 赤ちゃん先生に
とっても第二 の故郷という位t つけで国を重ねる筍に家族のような交流となります.

【教育機関では ･ ･ ･】
･ 参加されている赤ちゃんの母親(ママ講師) ガ､ みなさんイキ
イキしている.

･ 自分の事にも教えてあげたいと思った
･ 児暮の保穫竜にもぜひ見てもらいたい
･児i たうガ予想以上に静かにやさし< 帥わっていた
･ 安全面で心配したが ､ 大正夫だ った ､ 児童たちの大事にして
あげようという歪勢ガ見らえれた

･ 子供たらの♯中カガすこい
･ 自分もこんなに小さかったんだなと患った .

･

小さ< て可愛い

【高齢者施設では … 】
･普段お世伝している時には見られないような表情かみられる
･ いつもはレクリエ

ー

ショ ンに参加店れない方も毎回参加され
てる
･小さなお友達ができました
･自分の小さい慣を思いだした
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【教育職開に参加して … 】
･ 子供たちガ楽しみにして< れているのがうれしい
･ 囲を王ねるごとに子供たちの思いやりガ見られる
･改めて命の大切さを知ることガできる

【高齢者施投に参加して … 】
･ 自分の子供を孫のように可愛ガって< れる
･育児のいろんな騒か蘭ける
･ 自分の子供の名前を集えて< れてたことがうれしい
爛 催先に行< ようにな って ､ 我が子ガ積極的にな った


